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は
じ
め
に

　

筆
者
ら
は
、
奈
良
大
学
所
蔵
板
木
資
料
を
中
心
に
、
近
世
期
の
商
業
出
版
に
関
わ
る
板
木

の
調
査
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
を
行
っ
て
お
り
、
従
来
、
研
究
資
料
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
板
木
を
出
版
研
究
に
活
用
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
試
み
や
技
法
に
つ
い
て
は
別
稿
の
準
備
が
あ
り
、

（
１
（
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
二
〇
〇
九
年
度
中
に
公
開
が
始
ま
る
予
定
で
あ
り
、

（
２
（

未
だ
デ
ー
タ
が
十
分

に
整
わ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
全
点
の
板
木
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　

近
年
、
永
井
一
彰
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
に
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
板
木
に
は
、

板
本
を
閲
覧
し
た
だ
け
で
は
分
か
り
得
な
い
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
別
稿

（
3
（

に
お
い
て
述
べ
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
板
本
中
心
に
行

わ
れ
て
き
た
出
版
研
究
に
板
木
資
料
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
視
点
を
獲
得
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
従
来
、
閲
覧
が
比
較
的
容
易
な
板
本
と
は
異
な
り
、
板
木
資

料
は
原
物
を
扱
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
複
写
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
十
分

に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
板
木
資
料
を
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
フ
ル
カ
ラ
ー
画
像
で
板
木
資
料
が
閲

覧
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
後
の
出
版
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
動
き
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木

金
子
貴
昭
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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要旨
　宝暦十年（一七六〇）に刊行された池大雅の画譜『賞奇軒墨竹譜』は、
板木・板本・出版記録が揃って現存している。これらの資料は、類板・
相合板・板木の売買・板木の分割所有・分割所有した場合の摺り・明治
期以降の木版印刷・板木の再利用といった出版研究のキーワードを雄弁
に物語るものである。最新の板木研究の動向をも織り込みつつ、『賞奇
軒墨竹譜』の板木が初版から奈良大学博物館に収蔵されるまでにたどっ
た経緯を追い、近世出版の実態を垣間見る。

abstract
 Gafu "Shokiken Bokuchikufu" by Ike no Taiga published in 1760 
completes woodblocks, books, and publishing records today. They clearly show 
us keywords of researching about publishing in Edo period, for instance, Ruihan 
-a kind of pirated edition-, a publishing in partnerships, fractional ownership of 
woodblocks, woodblock printing in the case of fractional ownership, woodblock 
printing after Meiji period, recycling woodblocks, and so on. Tracing the route 
that woodblocks of this book followed from the first edition to holding by Nara 
University Museum,we will be able to catch facts of publishing in Edo period, 
interweaving latest trends of researching japanese printing woodblocks.
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さ
て
、
池
大
雅
の
画
譜
は
、
従
来
数
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
大
雅
の
生
前
に
成
立
し

た
も
の
と
し
て
は
、
宝
暦
頃
刊
『
名
花
十
二
種
』
と
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
二
月
に
佐
々

木
惣
四
郎
と
柏
屋
宗
七
の
相
合
板
で
刊
行
さ
れ
た
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
二
点
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
『
名
花
十
二
種
』
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
刊
の
大
岡
春
卜
画
『
詠

物
史
画
』
の
板
木
流
用
で
あ
り
、大
雅
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
相
見
香
雨
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
は
、
大
雅
が
生
前
唯
一
直
接
的
に
関
与
し
た
画
譜
と
認

定
さ
れ
た
。

（
４
（

ま
た
信
憑
性
は
別
と
し
て
、
高
葛
陂
が
記
し
た
序
文
中
に
、
大
雅
が
唐
本
を
得

て
、
そ
れ
を
自
ら
写
し
、
ま
た
自
身
の
手
に
よ
っ
て
板
木
を
彫
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
大
雅
が
揮
毛
生
活
の
一
角
の
真
相
を
伝
え
た
最
も
信
用
の
あ
る
資
料
」（

５
（と
も
い
わ
れ
る
。

し
か
し
全
体
的
に
本
書
の
所
蔵
情
報
は
乏
し
く
、
平
成
に
入
り
、
林
進
氏
に
よ
り
個
人
所
蔵

の
善
本
が
紹
介
さ
れ
る
ま
で
、「
ま
ぼ
ろ
し
の
画
本
」
と
呼
ば
れ
、
稀
覯
本
と
見
な
さ
れ
て

き
た
。

（
６
（

　

現
在
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
は
、
全
揃
い
の
状
態
で
奈
良
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
奈
良
大
学
所
蔵
板
木
資
料
の
核
は
竹
苞
書
楼
や
藤
井
文
政
堂
と
い
っ
た
古
書
籍

商
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
が
、
前
者
は
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
創
業
し
た
佐
々
木
惣
四
郎

で
あ
り
、
後
者
は
文
政
頃
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
創
業
の
山
城
屋
佐
兵
衛
で
あ
り
、
両

者
と
も
近
世
京
都
に
お
け
る
有
力
な
板
元
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
紆
余
曲
折
を

経
て
本
書
の
全
て
の
板
木
は
佐
々
木
惣
四
郎
の
管
理
下
に
収
ま
り
、
そ
れ
ら
が
平
成
十
七

年
（
二
〇
〇
五
）
に
奈
良
大
学
博
物
館
へ
収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
永
井
一
彰
氏
が
述
べ
ら

れ
る
と
お
り
、
当
時
の
出
版
機
構
の
有
り
様
に
鑑
み
て
、
板
木
が
全
揃
い
の
状
態
で
現
存
す

る
の
は
稀

（
7
（

で
あ
り
、
本
書
の
板
木
が
全
て
現
存
す
る
こ
と
も
、
極
め
て
幸
運
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
幸
い
、
今
回
の
調
査
中
に
板
本
数
種
を
調
査
す
る
こ
と
も
で
き
、
佐
々
木
惣
四
郎
の
出

版
記
録
も
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
に
美
術
史
研
究
の
立
場
か
ら
本
書
に
つ
い
て
述

べ
る
準
備
は
な
い
が
、
出
版
研
究
の
立
場
か
ら
本
書
の
板
木
、
板
本
、
出
版
記
録
の
三
つ
を

合
わ
せ
考
え
た
時
、
本
書
は
類
板
・
相
合
板
・
板
木
の
売
買
・
板
木
の
分
割
所
有
・
分
割
所

有
し
た
場
合
の
摺
り
・
明
治
期
以
降
の
木
版
印
刷
・
板
木
の
再
利
用
と
い
っ
た
出
版
研
究
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
雄
弁
に
物
語
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
最
新
の
板
木
研
究
の
動
向

を
も
織
り
込
み
つ
つ
、
本
書
の
板
木
が
初
版
か
ら
奈
良
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
に

た
ど
っ
た
経
緯
を
追
い
、
近
世
出
版
の
実
態
を
垣
間
見
る
。

　
　
　

１　
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木

　

奈
良
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
は
次
の
四
丁
張
板
木
十
二

枚
で
あ
る
。

　

ま
ず
こ
の
表
の
み
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、
Ｔ
０
６
０
０
の
板
木
の
縦
横
と
も
に
寸
法
が

際
立
っ
て
大
き
く
、
薄
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
ふ
れ
た
別
稿
に
お
い
て
詳
述
す
る
が
、
一

点
の
出
版
物
の
板
木
を
集
め
た
場
合
、
お
お
む
ね
サ
イ
ズ
が
統
一
的
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
厚
さ
が
１
セ
ン
チ
前
後
の
板
木
は
、
不
要
に
な
っ
た
板
木
の
表
面
を
削
っ
て
再
利
用

し
た
板
木
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
永
井
一
彰
氏
に
よ
れ
ば
、
板
木
の
両
端
に
取

り
付
け
ら
れ
る
反
り
止
め
に
は
、
時
期
に
よ
る
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
が
、

（
８
（

Ｔ
０
６
０
０
と
そ

板木番号 丁付 横寸 縦寸 厚さ

T0965 ( 序文 2 丁 )、( 裏未刻 ) 73.4 22.4 2

T0469 一、二、三、四 79 21.2 1.9

T0043 五、六、七、八 77.6 21.7 1.8

T0386 九、十、十一、十二 76 22.1 2

T0541 十三、十六、三十七、四十、( 扉 ) 76 21.4 1.9

T0963 十四、十五、三十八、三十九　 76.1 21.4 2

T0925 十七、十八、十九、二十 77.4 21.2 2

T0790 二十一、二十二、二十三、二十四 76.3 21.8 1.8

T0784 二十五、二十六、二十七、二十八 75.7 21.5 1.8

T0785 二十九、三十、三十一、三十二 76.2 21.5 1.8

T0600 三十三、三十四、三十五、三十六 87.5 25 0.9

T0964 ( 跋文 2 丁 )、( 題簽 )、( 袋 )、( 刊記 ) 75.8 21.1 1.7

表 1 奈良大学博物館所蔵『賞奇軒墨竹譜』板木一覧 ( 単位：cm)
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れ
以
外
の
板
木
で
は
反
り
止
め
の
型
式
が
異
な
る
。
型
式
の
上
で
は
板
木
の
両
端
を
凸
型
に

加
工
し
、
そ
こ
に
反
り
止
め
を
被
せ
て
側
面
か
ら
釘
打
ち
し
て
固
定
す
る
Ｔ
０
６
０
０
の

型
（
Ａ
型
、
図
１
）
が
古
く
、
Ｔ
０
６
０
０
以
外
の
、
板
木
の
両
端
を
レ
ー
ル
状
に
加
工
し
、

反
り
止
め
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
は
め
込
む
型
（
Ｂ
型
、
図
２
）
は
比
較
的
新
し
い
。
時
期
的

に
は
元
文
・
寛
保
頃
ま
で
Ａ
型
が
用
い
ら
れ
、
次
第
に
Ｂ
型
へ
変
遷
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た
宝
暦
十
年
は
Ｂ
型
の
時
代
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
Ｔ

０
６
０
０
の
異
質
さ
は
際
立
つ
。
こ
れ
ら
板
木
の
一
般
的
な
傾
向
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
Ｔ

０
６
０
０
の
板
木
は
他
の
十
一
枚
の
板
と
は
成
立
事
情
が
異
な
り
、
ま
た
比
較
的
古
い
板
木

を
再
利
用
し
て
彫
ら
れ
た
板
木
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
含
め
て
、
記
録
や
板

本
な
ど
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
よ
り
詳
細
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
こ

と
と
す
る
。

  　
　
　

２　
出
版
記
録

　

幸
い
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
刊
行
事
情
に
関
す
る
詳
細
は
、
佐
々
木
惣
四
郎
の
出
版
記

録
『
竹
苞
楼
大
秘
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、そ
れ
を
所
収
す
る
『
若
竹
集
』

（
９
（に

よ
り
、

関
係
箇
所
を
抜
粋
す
る
。
引
用
中
、
○
囲
み
数
字
及
び
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
が
、（
付
箋
）、「
」

等
の
指
示
は
引
用
書
に
よ
っ
た
。

　

一
、
賞
奇
軒
竹
譜

　

右
、
①
柏
ヤ
宗
七
殿
ト
此
方
相
合
ニ
致
、
此
節
八
種
画
譜
差
構
在
之
ニ
付
、
則
左
之
通

証
文
扣
也

              

一
札

　

一
、
賞
奇
軒
墨
竹
譜　

一
冊

　

右
、
②
此
度
新
刊
ニ
仕
候
ニ
付
、
其
元
御
所
持
之
八
種
画
譜
ニ
差
構
候
旨
御
申
被
成
、

承
知
仕
候
、然
ル
処
、右
差
構
之
分
抜
候
而
者
、全
本
ニ
相
成
不
申
候
故
、此
度
御
相
談
申
、

其
侭
ニ
而
板
行
致
候
様
ニ
御
了
簡
被
下
、
忝
奉
存
候
、
然
ル
上
者
、
③
右
之
板
行
出
来
仕

候
次
第
、
板
木
一
枚
差
遣
シ
申
候
、
尤
、
承
之
此
方
両
家
よ
り
摺
候
節
ハ
、
壱
部
ニ
付
板

賃
壱
分
ツ
ヽ
之
以
積
相
渡
シ
申
候
、
為
後
証
一
札
仍
如
件
、

　

宝
暦
十
年
辰
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銭
ヤ
惣
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
ヤ　

宗
七

　
　
　
　
　

④
坂
本
ヤ
藤
兵
衛
殿

　
　

⑤
当
時
、
画
譜
板
木
持
主
、
新
町
通
五
条
上
ル
東
側
玉
屋
喜
兵
衛
殿
也
、

　
　

⑥
摺
ニ
可
遣
折
、
板
墨
持
参
事
、
硯
ハ
ア
リ

  （
付
箋
）「

　
　

⑦
八
種
画
譜
板
元
玉
屋
喜
兵
衛
殿

　
　
　

右
画
譜
、
日
野
屋
源
七
殿
吹
挙
ニ
而
、
三
貫
八
百
目
ニ
吉
野
屋
為
八
殿
へ
買
得
、

　
　
　

安
永
七
戌
年
二
月
之
事
也

                                                         　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

一
、
⑧
林
伊
兵
衛
殿
ニ
十
竹
斎
画
譜
板
行
出
来
候
ヘ
ハ
、
賞
奇
軒
竹
譜
に
差
構
在
之
、
出

　

来
本
五
分
請
取
、
相
対
ニ
而
則
証
文
別
ニ
有
、

　

宝
暦
十
年
庚
辰
三
月
廿
一
日

　

〆
、

図
１ 

Ｔ
０
６
０
０
の
反
り
止
め
型
式（
Ａ
型
、
奈
良
大
学
博
物
館
所
蔵
）

図
２ 

Ｔ
０
４
６
９
の
反
り
止
め
型
式（
Ｂ
型
、
奈
良
大
学
博
物
館
所
蔵
）
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一
、
⑨
賞
奇
軒
竹
譜　

柏
宗
相
合
板
木　

数
六
枚　

代
五
匁

　
 　

右
、
吉
野
ヤ
七
兵
衛
殿
板
木
市
ニ
而
買
得
、

　
　
　

明
和
七
年
寅
十
月
廿
二
日
市

　
　
　
　
　

当
時
丸
板

　
　
　
　
　
　

⑩
内
一
枚
、八
種
画
譜
板
元
ニ
有
、卅
三
丁
目
ヨ
リ
卅
六
迄
板
一
枚
、渡
シ
置
、

　
　

丸
板
賃
、
次
銀
壱
匁
壱
分
也
、
内
壱
分
ハ
留
板
之
板
賃
、

　
　

外
ニ
丁
数
、
扉
・
奥
書
共
ニ
四
十
六
丁

　
　
　

袋

  

〆
、

  （
付
箋
）「

  

三
ツ
折　

六
分
五
厘　

一
四
也　
　

摺
手
間　

壱
分
弐
厘　

廿
五
な
り

  

板
賃　

壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
折　

三
厘
五
毛

  

同
内
ノ　

壱
匁
弐
分　
　
　
　
　
　

表
し　

弐
分
五
厘

  

〆
、
次
二
匁
三
分
五
厘

                                                         　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

３　
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
刊
行
事
情

　
（
１
）　
刊
行
直
前
の
諸
事
情
、
類
板
の
こ
と

　

２
章
の
傍
線
部
に
そ
く
し
て
、
本
書
の
刊
行
直
前
の
経
緯
を
追
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（

（（
（

①
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
は
佐
々
木
惣
四
郎
と
柏
屋
宗
七
の
相
板
で
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
が
、

④
坂
本
屋
藤
兵
衛
が
そ
の
内
容
に
②
『
八
種
画
譜
』
へ
の
差
構
い
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
類

板
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
類
似
箇
所
を
抜
け
ば
刊
行
し
が
た
く
、
坂
本
屋
藤
兵
衛
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
そ
の
ま
ま
刊
行
し
て
も
良
い
と
了
解
さ
れ
た
。
類
板
問
題
は
③
本
書
出
来
次

第
に
、
板
木
一
枚
を
留
板
と
し
て
渡
し
、
本
一
部
に
つ
き
壱
分
の
板
賃
を
渡
す
こ
と
で
決
着

し
た
。
宝
暦
十
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
⑧
同
月
、林
伊
兵
衛
刊
の『
十
竹
斎
書
画
譜
』が『
賞

図 4 『賞奇軒墨竹譜』一オ、一ウ
京都大学附属図書館所蔵 ( 大惣本 )

図 7 『八種画譜』竹譜十六

図 6 『賞奇軒墨竹譜』十九ウ～二十オ
京都大学附属図書館所蔵 ( 大惣本 )

図 5 『八種画譜』竹譜二十三

図 8 『賞奇軒墨竹譜』八ウ～九オ
京都大学附属図書館所蔵 ( 大惣本 )

図 3 『八種画譜』竹譜十四

＊
１
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奇
軒
墨
竹
譜
』
に
差
構
い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
佐
々
木
が
『
十
竹
斎
書
画
譜
』
の
出
来

本
五
部
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
④
の
坂
本
屋
藤
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
板
元
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
『
八
種
画
譜
』
と
の
関
わ
り
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
山
本
藤
兵
衛
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
山
本
藤
兵
衛
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
よ
り
『
八
種
画
譜
』
を
刊
行
し
て
い

た
板
元
で
あ
り
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
刊
行
直
前
の
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）、『
八
種
画
譜
』

か
ら
「
梅
竹
蘭
菊
譜
」
の
み
を
独
立
さ
せ
、『
新
鐫
梅
竹
蘭
菊
四
譜
』（
都
立
中
央
図
書
館
等

所
蔵
）
と
し
て
刊
行
し
た
そ
の
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
が
『
八
種
画
譜
』

の
類
板
に
あ
た
る
と
い
う
故
障
を
申
し
立
て
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
。

　

次
に
「
差
構
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
る
。
例
え
ば
図
３
、
図
４
は
一
面
の
絵
を
二
面
に

割
り
振
っ
て
描
い
た
事
例
、
図
５
、
図
６
は
片
面
の
絵
を
見
開
き
に
描
い
た
事
例
、
図
８
「
枯

枝
発
新
」
は
図
７
の
「
枯
枝
発
生
乗
」
を
左
右
反
転
し
、さ
ら
に
枝
を
伸
ば
し
て
描
い
た
事
例
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
列
挙
す
れ
ば
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
一
オ
、
一
ウ
、
二
オ
、
二
ウ
、
三
オ
、

三
ウ
、
四
オ
、
四
ウ
、
五
オ
、
五
ウ
、
六
ウ
、
七
オ
、
七
ウ
、
八
オ
、
八
ウ
、
十
オ
、
十
一

オ
、
十
二
ウ
～
十
三
オ
、
十
四
オ
、
十
九
ウ
～
二
十
オ
、
三
十
二
ウ
～
三
十
三
オ
、
三
十
七

ウ
～
三
十
八
オ
が
『
八
種
画
譜
』
の
内
容
に
抵
触
し
て
い
る
。
ま
さ
に
傍
線
部
②
「
差
構
之

分
抜
候
而
者
、全
本
ニ
相
成
不
申
候
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、本
書
は
直
接
に
『
八

種
画
譜
』
に
拠
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
唐
本
『
賞
奇
軒
四
種
』
に
拠
っ
て
い
る
こ

と
は
林
進
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。（

（（
（

周
知
の
よ
う
に
『
八
種
画
譜
』
と
て
唐
本
の

和
刻
本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
や
依
拠
本
の
内
容
に
、
も
と
も
と
重
な
り
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
主
張
す
ら
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
を
さ
ら
に
追
求
す
れ
ば
、
傍
線
部
⑧
も
同
様
で
あ
る
。
類
板
問
題
の
処
理
方
法
と

し
て
、
必
ず
し
も
留
板
に
よ
ら
ず
、
出
来
本
を
渡
す
こ
と
で
解
決
を
図
る
例
の
あ
る
こ
と
は

す
で
に
指
摘
が
あ
る
。（

（（
（

こ
の
林
伊
兵
衛
刊
『
十
竹
斎
書
画
譜
』
は
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
直

後
に
出
来
し
、
特
に
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
一
～
六
丁
に
か
け
て
、
明
確
な
内
容
の
重
な
り

が
認
め
ら
れ
る
。『
十
竹
斎
書
画
譜
』は
唐
本
の
和
刻
本
で
あ
っ
て
、決
し
て『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』

を
模
倣
し
た
の
で
は
な
い
。『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
が
『
八
種
画
譜
』
の
内
容
に
抵
触
し
た
例

を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
た
唐
本
に
内
容
の
重
な
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
然
当
事
者

間
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
の
依
拠
関
係
に
な
い
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
記
録
で
は
、
依
拠
関
係
は
全
く
問
題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
刊
行
の
先
後
関

係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
版
権
は
「
著
作
権
に
も
似

た
強
大
な
権
利
」（

（（
（

と
も
い
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
重
板
の
場
合
に
は
著
作
内
容
や
そ
の
依
拠
関
係

な
ど
著
作
権
的
な
も
の
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
は
ご
く
わ
ず
か
な
一

例
で
し
か
な
い
が
、
江
戸
期
を
通
じ
て
出
版
界
に
頻
出
し
た
類
板
に
つ
い
て
、
依
拠
関
係
は

さ
て
お
き
、
刊
行
の
先
後
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
た
実
態
が
端
的
に
が
う
か
が
え
る
事
例
で

あ
る
。

　

さ
て
『
竹
苞
楼
秘
録
』（

（（
（

に
よ
れ
ば
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
「
上
ケ
本
」
が
済
ん
だ
の
は

宝
暦
十
年
四
月
二
十
四
日
。「
上
ケ
本
」
は
、
出
来
本
に
版
権
認
可
の
添
章
と
そ
の
際
に
提

出
し
た
願
写
本
を
添
付
し
て
公
議
に
提
出
す
る
一
連
の
出
版
手
続
き
の
最
終
段
階
で
あ
る
か

ら
、
上
述
の
経
緯
を
経
た
結
果
と
し
て
、
実
際
の
刊
行
は
刊
記
の
記
載
よ
り
二
ヶ
月
遅
れ
た

ら
し
い
。
こ
う
し
て
類
板
問
題
は
落
着
し
た
が
、
板
木
は
さ
ら
に
移
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　
（
２
）
板
木
の
移
動
、
板
前
の
こ
と

　

傍
線
部
⑤
に
よ
れ
ば
、
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
坂
本
屋
藤
兵
衛
の
も
と
に
あ
っ
た
留

板
一
枚
は
、
そ
の
後
玉
屋
喜
兵
衛
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
傍
線
部
⑦
に
お
い
て

「
八
種
画
譜
板
元
玉
屋
喜
兵
衛
殿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
八
種
画
譜
』
の
版
権

と
と
も
に
留
板
が
玉
屋
へ
移
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
傍
線
部
⑦
で
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
二
月
に
『
八
種
画
譜
』
の
版
権
が
玉
屋
か
ら
吉
野
屋
為
八
へ
移
動
し
た
こ
と

が
付
箋
で
示
さ
れ
る
。『
八
種
画
譜
』の
版
権
移
動
が
付
箋
で
注
記
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
こ
で
も
『
八
種
画
譜
』
の
版
権
移
動
に
伴
い
、
留
板
一
枚
も
吉
野
屋
へ
移
動
し
た
と
見
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
は
、
先
行
書
の

版
権
が
移
動
す
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
そ
の
類
板
の
留
板
も
一
緒
に
移
動
し
て
い
く
様
子
が

よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
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は
、
佐
々
木
と
柏
屋
い
ず
れ
か
一
方
が
所
持
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
一
枚
ず
つ
持
ち
合
っ

て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
３
）
留
板
の
行
方

　

佐
々
木
が
近
代
以
降
も
本
書
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
近
代
摺
板
本
の
存

在
、
お
よ
び
佐
々
木
が
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
頃
に
刊
行
し
た
『
書
林
竹
苞
楼
蔵
版
略

書
目
』（

（（
（

に
「
賞
奇
軒
墨
竹
譜　

全
一
冊
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
先
に
再
利
用
の
板
木
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
Ｔ
０
６
０
０
の
調
製
時
期
が
い
つ

だ
っ
た
か
、
な
ぜ
新
た
に
調
製
が
必
要
だ
っ
た
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
先
に
確
認
し
た
と
お

り
、『
竹
苞
楼
大
秘
録
』
傍
線
部
⑦
の
記
述
に
よ
り
、
安
永
七
年
二
月
に
吉
野
屋
為
八
へ
留

板
が
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
吉
野
屋
為
八
の
活
動
は

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
過
ぎ
に
終
焉
す
る
と
考
え
ら
れ
、（

（（
（

そ
の
後
の
留
板
の
所
在
が
明
ら

か
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
最
近
永
井
氏
が
紹
介
さ
れ
た
佐
々
木
の
蔵
板
記
録
『
蔵
板
員

数
』（

（（
（

が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
（
ゴ
チ
ッ
ク
は
引
用
書
に
よ
る
。
後
筆
の
意
）。

　
　

一　

賞
奇
軒
竹
譜　

拾
二
枚

　
　
　
　

但
丸
板

　
　
　
　
　

三
拾
三
よ
り
三
拾
六

　
　
　
　
　

四
丁
河
喜
留
板
出

　
　
　
　
　
　

大
正
五
年
八
月
河
喜
へ
照
会
の
処

　
　
　
　
　
　
不
明
ニ
付
此
方
ニ
テ
刻
足
ス

　
　
　
　
　
　
刻
賃
四
丁
張
一
枚
四
円
也

　
　
　
　

〆
四
拾
壱
丁　

扉
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋
外
題

　

こ
れ
に
よ
る
と
、大
正
五
年（
一
九
一
六
）八
月
以
前
、留
板
一
枚
は
河
喜（
河
内
屋
喜
兵
衛
）

の
手
に
渡
っ
て
い
た
。
河
内
屋
が
吉
野
屋
か
ら
直
接
に
入
手
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
い
く
つ

か
の
板
元
を
渡
り
歩
い
て
最
終
的
に
河
内
屋
に
行
き
着
い
た
の
か
、
そ
の
間
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
が
、佐
々
木
の
照
会
に
よ
っ
て
行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、佐
々
木
に
よ
っ

　

さ
て
そ
の
間
、
傍
線
部
⑨
に
お
い
て
、
佐
々
木
と
柏
屋
で
持
ち
合
っ
て
い
た
板
木
に
も
移

動
が
生
じ
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
十
月
、
吉
野
屋
七
兵
衛
が
催
主
を
つ
と
め
る
板
木

市
に
、
柏
屋
が
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
持
ち
板
六
枚
を
出
品
し
、
佐
々
木
が
そ
れ
を
代
五
匁

で
購
入
し
た
の
で
あ
る
。
板
木
市
で
佐
々
木
が
柏
屋
か
ら
得
た
板
木
が
六
枚
で
あ
る
か
ら
、

全
十
二
枚
か
ら
引
き
算
し
て
、
残
り
の
板
も
六
枚
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
予
定
さ
れ
て

い
た
佐
々
木
と
柏
屋
の
板
前
が
一
対
一
、
つ
ま
り
二
軒
の
一
軒
前
ず
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
は
坂
本
屋
藤
兵
衛
に
差
し
出
し
た
留
板
が
佐
々
木
の
持
ち
板
で
あ
っ
た
こ
と

も
判
明
す
る
。
明
和
七
年
十
月
の
段
階
で
、
坂
本
屋
藤
兵
衛
と
玉
屋
の
い
ず
れ
が
留
板
を
所

有
し
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
留
板
一
枚
を
除
く
板
木
十
一
枚
は
佐
々
木
の
手
も

と
に
集
ま
っ
て
い
た
。

　

傍
線
部
⑩
に
よ
っ
て
、
坂
本
屋
藤
兵
衛
に
渡
っ
た
留
板
の
丁
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
来
、

佐
々
木
の
持
ち
板
と
す
る
予
定
だ
っ
た
一
枚
が
表
１
の
Ｔ
０
６
０
０
に
相
当
す
る
箇
所
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
以
外
は
佐
々
木
と
柏
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
板
を
持
ち
合
っ
て
い
た

か
、
記
録
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
板
前
に
関
し
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
た
永
井
氏
の
指

摘
が
参
考
に
な
ろ
う
。

近
世
後
期
の
出
版
界
に
あ
っ
て
は
、
相
合
版
の
出
版
物
の
板
木
を
何
軒
か
で
分
割
所
有

す
る
場
合
、
そ
の
板
前
は「
同
じ
巻
が
一
つ
の
店
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
」「
出
来
る
だ

け
ば
ら
し
て
」
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
応
は
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
も
と
も
と
板
木
を
仕
立
て
る
際
に
、
分
割
所
有
す
る
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
、
中
抜
き
の
丁
飛
ば
し
仕
立
て
の
板
を
作
っ
て
お
く
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た

（
（（
（

　

永
井
氏
は
、
複
数
巻
に
わ
た
る
書
の
事
例
を
考
察
さ
れ
、
板
木
を
調
製
す
る
際
に
、
必
ず

し
も
丁
を
丁
順
ど
お
り
に
板
木
に
収
め
る
の
で
は
な
く
、
丁
順
を
わ
ざ
と
崩
し
て
板
木
に
収

め
る
こ
と
に
よ
り
、
相
合
の
相
手
が
一
巻
の
み
を
勝
手
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
、

互
い
に
牽
制
し
あ
う
構
図
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
永
井
氏
の
指
摘
を
念
頭
に
表
１
に
戻
る
と
、

Ｔ
０
５
４
１
と
Ｔ
０
９
６
３
は
、
丁
付
が
ま
ば
ら
が
収
ま
っ
て
お
り
、「
丁
飛
ば
し
」
に
該

当
す
る
と
い
え
る
。
相
板
の
場
合
は
、
複
数
巻
に
渡
る
ケ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
書
の
よ
う

な
一
巻
一
冊
本
に
お
い
て
も
同
様
の
操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
十
二

枚
全
て
の
持
ち
合
い
方
は
完
全
に
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
の
二
枚
の
板
木
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て
新
た
に
彫
り
足
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｔ
０
６
０
０
の
板
木
は
墨
付
き
が
浅
く
、
新
た
に
彫

り
足
さ
れ
た
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
板
木
の
外
形
か
ら

行
っ
た
、
Ｔ
０
６
０
０
が
他
の
十
一
枚
と
成
立
事
情
が
異
な
る
と
い
う
推
定
は
、
記
録
で
裏

付
け
が
取
れ
た
こ
と
に
な
る
。
大
正
五
年
、
佐
々
木
が
『
書
林
竹
苞
楼
蔵
版
略
書
目
』
に
掲

載
し
た
書
の
出
版
体
制
を
強
化
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る

が
、（

（（
（

Ｔ
０
６
０
０
の
新
刻
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
も

大
正
五
年
八
月
、
よ
う
や
く
佐
々
木
の
元
に
全
て
の
板
木
が
揃
い
、
時
を
経
て
平
成
十
七
年

(

二
〇
〇
五)

六
月
、奈
良
大
学
博
物
館
へ
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
初
版
か
ら
現
在
ま
で
、

本
書
の
板
木
十
二
枚
が
た
ど
っ
た
経
路
は
、
お
よ
そ
図
９
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
４
）
分
割
所
有
し
た
板
木
の
摺
刷

  

こ
れ
ら
の
記
録
に
は
、
本
書
の
刊
行
経
緯
以
外
に
も
う
か
が
え
る
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、

板
木
が
分
割
し
て
所
有
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
一
点
の
書
を
摺
刷
す
る
の
か
、
漠

然
と
し
た
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
分
散
し
た
板
木
を
一
箇
所
に
集
め
て
摺
る
こ
と
が
、
相
合
の
本

来
の
目
的
に
反
し
、
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
従
来
聞
き
伝
え
的
に
、

摺
師
が
板
木
の
あ
る
場
所
に
出
向
い
て
摺
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
に
い
わ
れ
て
き
た
。
傍
線

部
⑥
は
留
板
一
枚
の
摺
刷
に
関
す
る
注
意
事
項
が
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
摺
ニ
可

遣
折
」
の
表
現
は
、
摺
師
が
板
木
の
保
管
場
所
へ
出
向
い
て
摺
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
事
は
珍
し
い
が
、
他
に
安
永
七
年
刊
『
千
金
方
薬
註
』
の
例
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
千
金
方
薬
註
』
は
松
岡
玄
達
が
著
わ
し
た
薬
学
書
で
あ
る
。
本
書
も
類
板
や
玄
達
自
身

の
借
入
金
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
な
刊
行
事
情
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
『
竹
苞
楼
大
秘
録
』『
竹

苞
楼
秘
録
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。
い
ま
概
略
の
み
を
記
せ
ば
、
当
初
、
佐
々
木
惣
四

郎
が
「
蔵
板
支
配
人
」
と
し
て
板
木
を
調
製
、
刊
行
し
、
著
者
玄
達
自
身
が
蔵
板
者
と
な
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
述
の
経
緯
か
ら
佐
々
木
を
含
め
た
相
合
板
と
な
り
、
玄
達
の
板
前
も

半
分
以
下
に
留
ま
っ
た
。
記
事
中
、
そ
の
玄
達
所
蔵
分
の
板
木
の
摺
刷
に
つ
い
て
、「
松
岡

板
摺
ニ
可
遣
節
、
硯
墨
持
参
之
事
」
と
の
指
示
が
み
え
る
。

図９ 『賞奇軒墨竹譜』の板木移動経路

佐々木惣四郎
所有板木6枚

柏屋宗七
所有板木6枚

玉屋喜兵衛
所有板木1枚

（三十三～三十六丁）

佐々木惣四郎
所有板木5枚

柏屋宗七
所有板木6枚

佐々木惣四郎
所有板木11枚

吉野屋為八
所有板木1枚

（三十三～三十六丁）

奈良大学博物館所蔵
現蔵板木12枚

佐々木惣四郎
所有板木12枚

（三十三～三十六丁を新刻）

河内屋喜兵衛
所有板木1枚

（三十三～三十六丁）
行方不明に

坂本屋藤兵衛
（山本藤兵衛ヵ）

所有板木1枚
（三十三～三十六丁）

宝暦10年（1760）3月

安永7年（1778）2月

時期未詳

時期未詳 大正5年（1916）8月

明和7年（1770）10 月

平成17年（2005）6月
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竹
譜
は
四
十
丁
、
跋
文
は
二
丁
、
扉
題
は
半
丁
（
お
も
て
表
紙
裏
に
貼
付
け
）、
奥
付

　

は
半
丁
（
う
ら
表
紙
裏
に
貼
付
け
）。
表
紙
は
薄
藍
色
で
、
貼
題
筌
に
は
篆
書
で
「
賞

　

奇
軒
墨
竹
譜
」
と
墨
刷
り
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
見
返
し
の
扉
に
は
「
東
坡
遺
意
」

　

と
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
の
清
時
代
の
康
熙
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
賞
奇
軒
四
種
』
の

　

う
ち
の
一
冊
、「
東
坡
遺
意
」
の
そ
の
扉
題
を
そ
っ
く
り
摸
刻
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

な
お
右
の
引
用
中
に
は
刊
記
に
関
す
る
記
述
が
な
い
が
、
図
版
に
よ
っ
て
刊
記
が
示
さ

れ
、
大
惣
本
と
同
一
の
刊
記
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

３
．
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
甲
本
（arcBK01-0034

。
以
下
、

Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
）

 

大
本
一
冊
。
薄
藍
色
表
紙
、
元
題
簽
「
賞
奇
軒
墨
竹
譜
」（
単
郭
）。
内
題
「
竹
譜
」。
刊

記
な
し
。
表
紙
見
返
し
に
「
東
坡
遺
意
」。
柱
題
「
竹
譜
」（
但
、
序
・
跋
に
は
柱
題
・

丁
付
な
し
）。
丁
数
43
丁
。
序
２
丁
、
跋
２
丁
、
一
～
四
十
。
た
だ
し
四
十
オ
は
裏
表
紙

見
返
し
扱
い
。
渡
辺
私
塾
文
庫
旧
蔵
。

４
．
秋
田
県
立
図
書
館
所
蔵
本(

72-

シ
ン
イ
チ
／
39
／
。
以
下
、
秋
田
本)

 

大
本
一
冊
。
元
題
簽
欠
。
表
紙
様
、
表
紙
・
裏
表
紙
の
見
返
し
、
丁
順
な
ど
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲

本
と
同
様
。

５
．
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
乙
本
（arcBK01-0017

。
以
下
、

Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
）

 

大
本
一
冊
。
薄
藍
色
表
紙
、元
題
簽「
賞
奇
軒
墨
竹
譜
」(

単
郭
、図
10)

。
表
紙
見
返
し「
賞

奇
軒
墨
／
竹
譜
／
平
安　

竹
苞
楼
／
至
徳
堂
」。
裏
表
紙
見
返
し
に
刊
記
。
た
だ
し
大
惣

本
の
近
刊
予
告
を
削
る
。
柱
題
「
竹
譜
」(

但
、
序
・
跋
に
は
柱
題
・
丁
付
な
し)

。
丁

数
44
丁
。（
序
２
丁
）、一
～
四
十
、（
跋
２
丁
）。大
惣
本
な
ど
の
表
紙
見
返
し「
東
坡
遺
意
」

は
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
の
四
十
ウ
に
あ
る
。

６
．
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
丙
本
（
以
下
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
）

 
大
本
一
冊
。
薄
茶
色
表
紙
、
元
題
簽
「
賞
奇
軒
墨
竹
譜
」（
単
郭
）。
表
紙
見
返
し
、
刊

記
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
と
同
。
四
十
ウ
は
白
紙
。
扉
「
東
坡
遺
意
」
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
に
は
見

ら
れ
な
い
。
明
ら
か
な
近
代
摺
。

７
．
相
見
香
雨
旧
蔵
本
（
以
下
、
相
見
本
）

　

玄
達
は
蔵
板
者
で
あ
っ
て
、板
元
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、摺
刷
の
道
具
や
材
料
が
揃
っ

て
お
ら
ず
、
玄
達
所
蔵
の
板
木
を
摺
る
際
に
、
硯
や
墨
を
持
参
し
な
け
れ
ば
摺
刷
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
。
話
を
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
に
戻
し
、
傍
線
部
⑤
で
は
、
玉

屋
喜
兵
衛
は
「
板
元
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
傍
線
部
⑥
に
お
い
て
「
板
墨
持
参
事
」
と
さ

れ
て
い
る
。
玉
屋
に
は
摺
刷
に
必
要
な
も
の
が
揃
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
玉
屋
喜

兵
衛
の
出
版
活
動
歴
が
つ
か
め
な
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
書
林
で
は
な
い
か
、
蔵
板
者
的

な
板
元
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
、
摺
師
が
板
木
の
あ

る
場
所
へ
出
向
き
、
硯
や
墨
は
相
合
の
相
手
先
の
も
の
を
使
用
し
て
摺
刷
す
る
と
い
う
当
時

の
実
態
の
裏
返
し
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
他
の
相
合
板
の
事
例
に
つ
い
て
、
特

に
摺
師
へ
の
注
意
が
な
い
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を
強
く
さ
せ
る
。
本
書
の
刊
行
経
緯

に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
調
査
を
契
機
と
し
て
、
従
来
そ
れ
と
な
く
い
わ
れ

て
き
た
こ
と
―
摺
師
が
板
木
の
あ
る
場
所
に
出
向
い
て
摺
刷
す
る
―
が
記
録
上
か
ら
う
か
が

わ
れ
る
重
要
な
箇
所
と
考
え
、
本
稿
中
で
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
４　
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
諸
本

　

以
下
に
、
八
本
の
諸
本
を
列
挙
す
る
。

  １
．
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
大
惣
本
（
８-

44
ト
３
。
以
下
、
大
惣
本
）

 

大
本
一
冊
。
薄
鼠
色
表
紙
（
改
装
）。
元
題
簽
欠
。
内
題
「
竹
譜
」。
表
紙
見
返
し
に
「
東

坡
遺
意
」。
裏
表
紙
見
返
し
に
刊
記
「
怡
顔
斎
蘭
品　

近
刻
／
宝
暦
庚
辰
二
月
／
平
安
書

舗　

佐
々
木
惣
四
郎
／
清
水
宗
七
」。
柱
題「
竹
譜
」（
但
、序
・
跋
に
は
柱
題
・
丁
付
な
し
）。

池
大
雅
画
。高
葛
陂
序
。安
濬
子
深
跋
。丁
数
44
丁
。（
序
２
丁
）、一
～
四
十
、（
跋
２
丁
）。

四
十
ウ
は
白
紙
。

２
．
東
京
Ｋ
氏
所
蔵
本
（
以
下
、
Ｋ
氏
本
）

 

未
見
。
林
進
氏
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。（

（（
（

 

　

美
濃
判
（
縦27.4

糎
×
横18.3

糎
）
一
冊
で
、
袋
綴
じ
和
装
。
序
文
は
二
丁
、　
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未
見
。
相
見
香
雨
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。（

（（
（

 
　

本
は
縦
八
寸
八
分
、
横
六
寸
、
萌
黄
色
表
紙
で
、
貼
題
簽
に
は
篆
書
で
『
賞
奇
軒
墨

　

竹
譜
』
と
あ
る
。
風
姿
凡
な
ら
ず
。
見
返
し
の
扉
題
も
題
字
も
な
く
て
、
初
頁
か
ら

　

高
葛
陂
の
「
刻
東
坡
画
竹
譜
序
」
と
題
す
る
文
が
四
頁
に
亘
っ
て
あ
る
。

８
．
三
村
竹
清
旧
蔵
本
（
以
下
、
竹
清
本
）

 

未
見
。
三
村
竹
清
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。（

（（
（

 

　

東
坡
画
竹
譜
、
美
濃
本
一
冊
、
扉
に
東
坡
遺
意
と
あ
る
、
私
の
本
は
外
題
が
逸
し
て

　

無
い
か
ら
、
何
と
い
ふ
書
名
か
判
然
せ
ぬ
、
東
坡
遺
意
と
い
ふ
の
か
と
思
ふ
が
、
序

　

に
刻
東
坡
画
竹
譜
序
と
あ
る
か
ら
、
仮
に
今
東
坡
画
竹
譜
と
し
て
置
く
。

  　

本
書
が
佐
々
木
惣
四
郎
と
柏
屋
宗
七
の
相
合
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
に
記
録
に
よ
っ

て
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
刊
記
の
記
載
内
容
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
図
11
～

13
）。
ま
た
刊
記
に
見
え
る
『
怡
顔
斎
蘭
品
』
の
近
刊
予
告
の
存
在
か
ら
判
断
し
て
、
大
惣

本
・
Ｋ
氏
本
の
摺
り
が
比
較
的
早
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
佐
々
木
・
柏
屋
が
板
木
を
分
割

所
有
し
て
い
た
頃
の
摺
り
で
あ
ろ
う
。『
怡
顔
斎
蘭
品
』
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
六
月

の
刊
行
で
あ
り
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
刊
行
時
か
ら
十
二
年
先
の
近
刊
予
告
が
出
て
い
る
こ

と
に
な
る
。『
竹
苞
楼
大
秘
録
』
や
『
竹
苞
楼
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、『
怡
顔
斎
蘭
品
』
は
唐
本

屋
八
郎
兵
衛
が
刊
行
す
る
予
定
で
官
許
を
得
た
が
、
刊
行
し
な
い
ま
ま
廃
業
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
五
月
に
佐
々
木
惣
四
郎
が
版
権
を
買
い
請
け
た
後
も
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ

て
、
出
来
ま
で
実
に
十
六
年
以
上
の
年
月
を
費
や
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
初
は
『
賞
奇
軒

墨
竹
譜
』
刊
行
後
ま
も
な
く
出
来
の
予
定
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

図10　ARC乙本表紙、題簽
＊2

図 11 大惣本跋 2 ウ～裏表紙見返し（刊記）

図 12 ARC乙本跋 2 ウ～裏表紙見返し（刊記）

図 13 ARC丙本跋 2 ウ～裏表紙見返し（刊記）

図 14 奈良大学博物館所蔵板木 刊記（T0964、鏡像）
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Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
に
は
刊
記
が
な
く
四
十
オ
が
裏
表
紙
見
返
し
と
な
り
（
図
15
）、
序
文
の
直
後

に
跋
文
が
く
る（
図
16
）と
い
う
異
様
な
丁
順
で
あ
る
。
一
見
、後
人
に
よ
る
改
装
が
施
さ
れ
、

刊
記
が
落
ち
た
り
、
誤
綴
さ
れ
る
な
ど
の
結
果
に
至
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
秋
田
本

が
同
一
体
裁
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
原
装
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
適
当
と
思
わ

れ
る
。
大
惣
本
の
よ
う
に
四
十
ウ
が
白
紙
（
図
17
）
と
な
る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
後
摺
本
ゆ
え
に
刊
記
を
省
く
こ
と
を
企
図
し
た
の
か
、
意
図
は
明
確
で
は
な
い
が
、
四
十

オ
を
裏
表
紙
見
返
し
と
見
な
し
た
結
果
、
跋
文
の
行
き
場
が
な
く
な
り
、
後
序
の
位
置
に
置

い
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
欠
刻
の
状
態
や
摺
り
の
善
し
悪
し
か
ら
判
断
し
て
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本

お
よ
び
秋
田
本
は
同
時
期
の
摺
り
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
大
惣
本
よ
り
後
摺
り
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本

よ
り
も
摺
り
が
早
い
（
図
18
～
21
）。
特
に
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
以
下
、
格
段
に
摺
り
が
悪
く
な
る
。

  

一
方
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
で
は
刊
記
が
復
活
し
て
い
る
が
、『
怡
顔
斎
蘭
品
』
の
近
刊
予
告
は
削

ら
れ
て
い
る
（
図
12
）。
も
ち
ろ
ん
、
現
存
の
板
木
は
近
刊
予
告
を
削
っ
た
も
の
で
あ
る
（
図

14
）。
こ
の
こ
と
が
、『
怡
顔
斎
蘭
品
』
の
刊
行
が
延
引
し
、
近
刊
予
定
で
は
な
く
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
が
『
怡
顔
斎
蘭
品
』
刊
行
後
の
摺
り
で
あ
る

図20 ARC乙本 （上）六ウ、（下）七オ

図21 ARC 丙本 （上）六ウ、（下）七オ

図18 大惣本 （上）六ウ、（下）七オ

図19 ARC甲本（上）六ウ、（下）七オ 図16 ARC甲本序 2 ウ～跋 1 オ

図15 ARC甲本三十九ウ～四十オ（裏表紙見返し）

図 17 大惣本四十ウ～跋 1 オ
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板
木
の
構
成
に
つ
い
て
、
近
世
に
は

一
般
に
「
本
文
末
尾
が
半
端
に
な
っ
た

場
合
は
、
題
簽
・
袋
と
組
み
合
わ
せ
る

と
い
う
仕
立
て
方
が
多
く
採
ら
れ
た
こ

と
」
が
永
井
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
。（

（（
（

本
書
の
題
簽
・
袋
は
Ｔ
０
９
６
４

の
跋
文
２
丁
の
裏
に
、
刊
記
と
と
も

に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
表
１
に
示
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
Ｔ
０
５
４
１
は

十
三
、十
六
、三
十
七
、四
十
の
四
丁
分
を

収
め
る
が
、
四
十
丁
は
表
し
か
な
い
。

し
た
が
っ
て
Ｔ
０
５
４
１
の
板
木
に
は

半
丁
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
余
る
。
本
書
の

場
合
、
そ
こ
を
活
用
し
て
半
丁
分
の
ス

ペ
ー
ス
し
か
必
要
と
し
な
い
扉
が
彫
ら

図 22 ARC 乙本表紙見返し～序 1 オ

図 23 大惣本表紙見返し～序 1 オ

図 26 奈良大学博物館所蔵板木（T0541、鏡像）四十オ、扉

図 24 ARC 乙本三十九ウ～四十オ

図 25 ARC 乙本四十ウ～跋 1 オ

こ
と
を
意
味
す
る
の
か
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
は
、
後
摺
本
で
あ
る
Ａ
Ｒ
Ｃ

甲
本
や
秋
田
本
よ
り
さ
ら
に
摺
り
が
遅
く
、
初
摺
か
ら
相
応
の
時
期
を
隔
て
た
後
摺
本
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
明
和
九
年
六
月
以
降
の
摺
り
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
版
権
の
移

動
に
絡
め
て
い
え
ば
、
刊
記
の
「
竹
苞
楼
」
印
と
も
考
え
合
わ
せ
、
袋
（
表
紙
見
返
し
、
図

22
）
お
よ
び
刊
記(

図
12)

に
柏
屋
の
名
を
残
し
て
は
い
る
が
、
留
板
を
除
く
十
一
枚
の
板

木
が
佐
々
木
の
所
有
に
帰
し
た
後
の
摺
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
の
表
紙
見
返
し
の
扉
は
袋
板
で
摺
ら
れ
た
も
の
に
差
し
替
え
ら
れ
て
お
り
、

大
惣
本
や
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
で
表
紙
見
返
し
に
あ
っ
た
「
東
坡
遺
意
」
の
扉
（
図
23
）
は
、
Ａ
Ｒ

Ｃ
乙
本
で
は
四
十
ウ
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。
四
十
オ
と
四
十
ウ
の
バ
ラ
ン
ス
は
悪
く
、

柱
が
四
十
オ
の
側
に
せ
り
出
し
て
い
る
他
（
図
24
）、
四
十
ウ
の
版
面
は
ノ
ド
側
に
寄
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
（
図
25
）。
こ
の
操
作
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
や
秋
田
本
と
同
様
、
大
惣
本
の
よ
う

に
四
十
ウ
が
白
紙
と
な
る
こ
と
（
図
17
）
を
嫌
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
は
、
袋
と
表

紙
見
返
し
の
扉
が
同
板
で
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、（

（（
（

先
に
袋
と
見
返
し
を
摺
っ
て
し
ま

い
、
結
果
、
本
来
の
扉
の
行
き
場
が
な
く
な
り
、
四
十
ウ
の
位
置
に
収
め
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
こ
の
丁
順
に
は
、
板
木
の
構
成
も
関
連
し
て
い
る
。
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れ
て
い
る(

図
26)

。
四
十
丁
は
半
丁
な
が
ら
柱
が
あ
り
、
柱
と
扉
の
刻
面
の
間
に
は
適
度
な

余
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
は
こ
の
板
木
の
構
成
ど
お
り
扉
を
四
十
ウ
と
見
な

し
た
の
で
あ
る
。
永
井
氏
は
同
稿
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
板
木
の
構
成
が
乱
丁
を
招
く
こ
と

を
実
例
と
と
も
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
に
つ
い
て
も
、
先
の
二
つ
の
可
能
性
の

他
、
単
純
に
、
誤
っ
て
扉
を
四
十
ウ
と
し
た
乱
丁
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
と
見

る
べ
き
か
は
さ
て
お
き
、
四
丁
張
板
木
の
構
成
を
意
識
し
つ
つ
板
本
を
見
れ
ば
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙

本
の
乱
丁
に
は
、
扉
が
四
十
丁
の
隣
に
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
表
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

  

Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
の
四
十
ウ
は
大
惣
本
な
ど
と
同
様
、
白
紙
に
戻
さ
れ
て
お
り
、
刊
記
は
Ａ
Ｒ

Ｃ
乙
本
と
同
じ
で
あ
る
が
（
図
13
）、
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
に
は
「
竹
苞
」
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
見
返
し
に
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
と
同
様
、
袋
が
流
用
さ
れ
て
お
り
、「
東
坡
遺
意
」
の
扉
は

姿
を
消
し
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
は
袋
が
現
存
し
て
い
な
い
が
、
扉
は
袋
に
転
用
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
か
。

  

さ
て
、
留
板
と
し
て
各
板
元
を
転
々
と
し
た
三
十
三
～
三
十
六
丁
の
板
木
は
あ
ま
り
大
切

に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
特
に
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
以
降
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
ま
で
の
諸
本
は
、
匡

郭
の
欠
損
が
激
し
く
、
留
板
の
所
有
板
元
の
も
と
で
痛
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、

こ
の
留
板
と
同
じ
丁
を
収
め
る
Ｔ
０
６
０
０
の
匡
郭
は
整
っ
て
い
る
（
図
27
～
31
）。
ま
た
、

Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
や
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
に
認
め
ら
れ
る
三
十
六
オ
の
「
釣
」
の
字
の
欠
刻
、
三
十
四
ウ

の
竹
の
葉
の
先
の
欠
刻
が
、
Ｔ
０
６
０
０
に
は
認
め
ら
れ
な
い
（
図
32
、
図
33
）
こ
と
か
ら

も
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
乙
本
以
前
に
摺
ら
れ
た
諸
本
が
Ｔ
０
６
０
０
の
板
木
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
Ｔ
０
６
０
０
の
特
徴
を
備
え
る
の
が
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本（
図

30
、図
32
、図
33
）で
あ
る
。
板
木
の
移
動
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
丙
本
は
全
十
二
枚

の
板
木
が
佐
々
木
の
所
有
と
な
っ
た
大
正
五
年
八
月
以
降
の
摺
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
相
見
本
、
竹
清
本
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
在
が
判
明
せ
ず
、（

（（
（

調
査
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
に
記
さ
れ
た
解
題
と
図
版
の
み
で
は
十
分
な
位
置
付
け
が
で
き
な
い
が
、

そ
の
他
諸
本
に
よ
り
、
全
様
は
つ
か
め
る
も
の
と
考
え
る
。

図27 大惣本三十五ウ～三十六オ

図28 ARC甲本三十五ウ～三十六オ

図29 ARC乙本三十五ウ～三十六オ

図30 ARC丙本三十五ウ～三十六オ
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５　
お
わ
り
に

　

以
上
、
煩
雑
な
が
ら
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
を
出
発
点
に
、
近
世
出
版
の
現
場
を
垣

間
見
て
き
た
。
出
版
研
究
と
称
す
る
に
は
ミ
ニ
マ
ム
な
事
例
で
あ
る
が
、
本
書
の
刊
行
事
情

が
伝
え
て
く
れ
る
情
報
は
少
な
く
な
い
。

　

語
弊
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
現
在
、
出
版
に
関
わ
る
研
究
に
お
い
て
、
板
木
と
い
う
存
在

は
板
本
の
版
面
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
、
や
や
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
て
し
ま
え
ば
、
入
木
や
摩
滅
な
ど
、
板
木
の
刻
面
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
比
較
的
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
固
執
す
る
と
、
そ
の
他
の

情
報
は
脱
落
し
て
し
ま
う
。
そ
の
他
の
情
報
と
は
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
に
つ
い
て

い
え
ば
、
Ｔ
０
６
０
０
の
板
木
の
外
寸
で
あ
り
、
反
り
止
め
の
形
状
で
あ
り
、
Ｔ
０
５
４
１

に
収
ま
る
丁
の
構
成
と
板
本
の
扉
の
位
置
の
関
係
で
あ
る
。
板
本
と
出
版
記
録
に
よ
っ
て
お

よ
そ
の
刊
行
経
緯
は
明
ら
か
に
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
な
く
し
て
、
出
版
の

現
場
で
何
が
行
わ
れ
た
か
を
述
べ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

む
ろ
ん
本
書
の
よ
う
に
板
木
・
詳
細
な
出
版
記
録
・
板
本
が
揃
う
資
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、

す
べ
て
の
板
本
に
対
し
同
様
の
手
法
で
調
査
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ

か
ら
こ
そ
可
能
な
限
り
参
照
し
う
る
板
木
を
板
本
・
出
版
記
録
と
突
き
合
わ
せ
、
板
本
を
見

た
だ
け
で
は
分
か
り
得
な
い
事
柄
を
事
例
と
し
て
提
示
、
そ
の
事
例
に
よ
っ
て
板
本
に
対
す

る
視
点
や
板
本
の
背
後
に
あ
る
板
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。　

　

近
年
、
各
所
蔵
機
関
に
お
い
て
、
板
木
研
究
へ
の
取
り
組
み
や
資
料
整
備
が
着
実
に
進
捗

し
つ
つ
あ
り
、（

（（
（

板
木
が
広
く
出
版
研
究
に
利
用
さ
れ
る
日
が
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
を
予
想
さ

せ
る
。
本
稿
中
で
も
ふ
れ
た
永
井
一
彰
氏
の
論
考
や
、
筆
者
が
行
っ
て
い
る
調
査
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
板
木
が
教
え
て
く
れ
る
事
実
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
れ

ば
、
刊
行
事
情
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
そ
っ
て
当
時
出
版
の
現
場
で
何
が
行
わ
れ
た
の

か
を
よ
り
ク
リ
ア
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』

と
い
う
一
点
の
出
版
物
の
刊
行
事
情
や
諸
本
の
様
相
を
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
自
体
に
は
、

そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
れ
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
、
出
版
の
現
場
で
何
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
事
例
を
収
集
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
情
報
が
出
版
研
究
に
刺
激
を
与
え
て
い

く
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
二
〇
〇
八
年
京
都
俳
文
学
研
究
会
十
二
月
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

拠
点
」（
立
命
館
大
学
）
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
平
成
21
年
度
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ
る
研
究
活
動

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
関
係
諸
機
関
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
本
稿
中
に
あ
げ
た
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
は
、
渡
辺
私
塾
文
庫
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
調
査
の
趣
旨
を
お
伝

図31 奈良大学博物館所蔵板木（T0600、鏡像）
（右）三十五ウ、（左）三十六オ

図32 三十六ウ（右から大惣本、ARC甲本、ARC乙本、ARC丙本、
奈良大学博物館所蔵板木T0600）

図33 三十四ウ（右から大惣本、ARC甲本、ARC乙本、ARC 丙本、
奈良大学博物館所蔵板木T0600）
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え
し
た
と
こ
ろ
、
渡
辺
淑
寛
文
庫
長
は
筆
者
に
本
書
を
ご
恵
与
下
さ
っ
た
。
筆
者
の
所
蔵
に
帰
す
る
よ

り
、資
料
の
公
共
性
を
保
つ
こ
と
が
、渡
辺
私
塾
文
庫
の
方
針
に
も
沿
う
と
考
え
、立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
１ 
以
下
、『
八
種
画
譜
』
の
図
版
は
、
西
川
寧
、
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
書
画
集
成
』
第
六
輯(

汲

古
書
院
、
一
九
七
六
年)

に
よ
っ
た
。

＊
２ 

本
来
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
甲
本
に
よ
り
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
題
簽
の
保
存
状
態
が
良
好
で
な
く
、
Ａ
Ｒ
Ｃ

乙
本
に
よ
っ
て
示
し
た
。

〔
注
釈
〕

（
１
） 

拙
稿
「
板
木
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
と
近
世
出
版
研
究
へ
の
活
用
」(

赤
間
亮
・
冨
田
美

香
編
『
日
本
文
化
研
究
と
イ
メ
ー
ジ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
〇
年
刊

行
予
定)

（
２
） 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
板
木
閲
覧
シ
ス
テ
ム(http://w

w
w

.arc.ritsum
ei.

ac.jp/db9/hangi/)

（
３
） 

拙
稿
「
板
本
の
板
木
―
そ
の
基
本
的
構
造
―
」(

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
17
号
、

二
〇
一
〇
年
刊
行
予
定)

（
４
） 

相
見
香
雨「
大
雅
の
画
譜
」(

日
本
書
誌
学
大
系
45『
相
見
香
雨
集
』二
、青
裳
堂
書
店
、一
九
八
六
年)

（
５
） （
４
）
に
同
じ

（
６
） 

林
進 

「〔
美
術
史
料
紹
介
〕
池
大
雅
摸
刻
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
一
冊
」(

季
刊
美
の
た
よ
り
115
号
、

一
九
九
六
年)

（
７
） 

永
井
一
彰
「
板
木
は
語
る
―
慶
安
三
年
版
『
撰
集
抄
』―
」(

江
戸
文
学
39
号
、
二
〇
〇
八
年)

（
８
） 

永
井
一
彰
「
板
木
は
語
る
―
反
り
止
め
の
変
遷
―
」(

東
海
近
世
正
月
例
会
口
頭
発
表
、

二
〇
〇
九
・
一
・
一
〇)

。
ま
た
、以
下
に
述
べ
る
型
式
等
に
つ
い
て
は
、（
３
）の
拙
稿
に
詳
述
す
る
。

（
９
） 

水
田
紀
久
編
『
若
竹
集
』(

一
九
七
五
年
、
佐
々
木
竹
苞
楼
書
店)

（
10
） 

本
節
に
述
べ
る
経
緯
の
他
、『
京
都
書
林
行
事
上
組
諸
証
文
標
目
』(

彌
吉
光
長
『
未
刊
史
料
に
よ

る
日
本
出
版
文
化
』、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四)

の
宝
暦
七
年(

一
七
五
七)

十
二
月
条
に
「
一 

賞
奇
軒
竹
譜
ニ
付　

銭
屋
平
八
」(

※
筆
者
注
―
平
八
は
初
代
佐
々
木
惣
四
郎
の
前
名
・
平
八
郎)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
版
願
は
宝
暦
七
年
中
に
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
11
） （
６
）に
同
じ

（
12
） 

蒔
田
稲
城
『
京
阪
書
籍
商
史
』(

一
九
六
八
年
、
高
尾
彦
四
郎
書
店)

（
13
） 

中
野
三
敏
他
「
江
戸
の
出
版 

下
―
座
談
会 

板
元
・
法
制
・
技
術
・
流
通
・
享
受
―
」(

『
江
戸
の

出
版
』、
ぺ
り
か
ん
社)

（
14
） （
９
）
に
同
じ

（
15
） 

永
井
一
彰
「
板
木
の
分
割
所
有
」(

奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
17
号
、
二
〇
〇
九
年)

（
16
） 

板
本
の
所
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
奈
良
大
学
に
板
木
四
枚
が
現
存
し
て
い
る
。
刊
行
年
は
拙

稿
「『
書
林
竹
苞
楼
蔵
版
略
書
目
』
に
つ
い
て
」(

俳
文
学
研
究
52
号
、二
〇
〇
九
年)

に
よ
る
推
定
。

（
17
） 

藤
川
玲
満
「
吉
野
屋
為
八
の
出
版
活
動
」(

国
文
108
号
、
二
〇
〇
七
年)

（
18
） 

永
井
一
彰
『
藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』(

日
本
書
誌
学
大
系
97
、青
裳
堂
書
店
、二
〇
〇
九
年)

（
19
） （
16
）の
拙
稿
に
同
じ

（
20
） （
６
）に
同
じ

（
21
） （
４
）に
同
じ

（
22
） 

三
村
竹
清「
大
雅
堂
余
話
」(

日
本
書
誌
学
大
系
23『
三
村
竹
清
集
』六
、青
裳
堂
書
店
、一
九
八
七
年)

（
23
） 

永
井
一
彰
「
竹
苞
書
楼
の
板
木
―
狂
詩
集
・
狂
文
集
を
中
心
に
―
」(

奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所

報
15
号
、
二
〇
〇
七
年)

（
24
） 

永
井
一
彰
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本
の
謎
」(

奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
９
号
、二
〇
〇
一
年)

（
25
） 

相
見
香
雨
の
旧
蔵
書
は
、
一
九
八
四
年
、
九
州
大
学
文
学
部
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
相

見
文
庫
に
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
旨
、
回
答
を
得
た
。

（
26
） 

杉
林
真
由
美
他
「
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
板
木
調
査
（
中
間
報
告
）」(

図
書
の
譜
11
号
、

二
〇
〇
七
年)

、「
檜
書
店
旧
蔵
版
木
目
録
」(

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
２

号
、
二
〇
〇
九
年)

、
企
画
展
示
「
近
世
版
木
展｣

(

二
〇
〇
九
年
二
月
十
六
日
～
三
月
六
日
、
於:

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー)

、
企
画
展
示
「
錦
絵
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か｣

(
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
四
日
～
五
月
六
日
、於:

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館)

、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今

よ
み
が
え
る
江
戸
期
の
源
氏
版
木
」(

二
〇
〇
九
年
三
月
十
七
日
、
於:

大
阪
府
立
大
学
学
術
交

流
会
館)

等
。
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